
みんなで遊ぶと楽しいね

ねらい ○ 思いやりの気持ちをもつ大切さに気づく。

○ 友だちと一緒に遊ぶ楽しさを知る。

ここは、さくら幼稚園のあおぐみのお部屋です。

男の子も女の子も、みんな毎日なかよく遊んでいます。

「おはよう。」

ある日、あおぐみに新しいお友だちが

やってきました。

名前は『たっくん』

たっくんは、車いすに乗って幼稚園に

やってきます。

たっくんは、みんなといるのが大好きです。

たっくんは、みんなとじゃんけんをしたり、

いっしょにお絵かきをしたり……。

みんなはおにごっこを始めました。

たっくんもいっしょに遊び始めました。

でも、たっくんはすぐにつかまって、おにになってしまいます。

車いすでいっしょうけんめい追いかけますが、誰もつかまりません。

たっくんは、おにごっこに入らないことが少しずつ多くなってきまし

た。

「どうしたら、みんなでいっしょにおにごっこができるかな。」



みんなは考えました。

たっくんもいっしょうけんめい考えました。

「そうだ『歩きおにごっこ』にしよう。」

「やだよ。『歩きおにごっこ』なんてつまんない。ぼくは絶対にやら

ないぞ。」

あおぐみでいちばん走るのが速いしょうくんが、反対しました。

しょうくんは走るのが大好き。

だから、歩きながらのおにごっこなんていやなんです。

「しょうくん、やってみようよ。」

「『歩きおにごっこ』もきっとおも

しろいよ。」

それなのに、しょうくんは一人で、

すべり台の上に行ってしまいました。

すごく楽しそうなみんなの声が、しょうくんのところまで聞こえてき

ました。

たっくんがすべり台の下までやってきました。

「しょうくん、いっしょにおにごっこしよう。」

しょうくんはたっくんを見て、びっくりしました。

たっくんがとても楽しそうな顔をしていたのです。

「ねえ、しょうくん、いっしょに遊ぼう！」

たっくんはもう一回言いました。

しょうくんはそーっとすべり台から降りてきました。

「ぼくもやる。入れて。」



そのとたん、

「つかまえた！」

たっくんはしょうくんにタッチしました。

「しょうくんがおにだよ！」

しょうくんはびっくり！

たっくんは車いすで、

「よいしょ、よいしょ。」

と、にげていきました。

「しょうくん、こっちだよ！」

あおぐみのみんなが、しょうくんを呼んでいます。

しょうくんはみんなを追いかけます。

みんなの笑顔がキラキラしています。

「たっくん、明日もまた『歩きおにごっこ』しようね。」

にこにこしながら、しょうくんはたっくんに言いました。

「うん、しようね。」

たっくんもしょうくんに

言いました。

みんなで遊ぶと楽しいね。


